
ARCHIVq 
Piir 

]apanlsche Chirurgie 
XXXI. BAND, 1962 

日本外科宝函

（主主壬J正Ji-:-Chir.) 

第 31巻

昭和 37年

CHIRURGISCHE UNIVERSIT AnSKLINIK 

KYOTO JAPAN 

京都大学医学部外科＇ l柱形外科乍教室内

日本外科 宝函編輯 室

（日．外．宝）



第 31巻総目次

原著

「インシユリン j投与卜に除ける勝全刻犬の甲状腺機能・－

「インシユリンJ投与下に於ける伴全刻犬の副腎皮質機能

臓搭内不可欠脂酸の生理学的意義に関する実験的研’先

金田 亮（ 1) 

21) …相川公太郎（

・…中塩昭三（ 48) 

…高山 ;J:q三・他（ 61) 

:11.' ......花岡道治（ 99) 

術後栄建管fl［！（こ関する研究（その 1) 

手術前後に於ける脂質投与の妥当性についての実験的検討・

コレス子ロール代謝よりみた不可欠脂酸投与の副腎皮質機能予備能力に及ぼす

影響についての実験的研究 ••••••••• • ••• ・ 0 ・0・ ••••• ・・ ・ ・熊野道夫（ 115) 

超低休温麻酔法の基礎的並びに臨床的研究… ー....... ••• • •••••••• ••••• ・－－－斎藤惇 A 生（ 132) 

超低休混麻酔法の基礎的並びに臨床的研究ー ••• ・・ .....・・・ ・.... ー桑名．一雄（ 158) 

完全体外循環に関する実験的研究ーー ー ー －…・・－－－ － ............ー ・・・井田喜三（ 181) 

低体温下，門脈暫定的遮断に関する実験的研究 ••••• ••••• • ........ ・ーー ー一高絵 傍（ 199) 

外科的感染症における黄色ブドウ球菌の抗生物質感受性について・ ー・司 ． ． 本 間 利 雄 （ 2251 

エポン包埋法について・ー ー・・ ー・・ ーー・・ー ーー ・ ー・・－－－内田幸夫 I 235) 

外科領域における PropionylErythromycin Laury! Sulfateの使用f正取 ーー石井良治・他（ 240) 

白血球減少症に対するオロチン酸及びオロチン酸飲療法…－ s ・ ••••• ・・・ー…ー楠 信雄・他（ 244) 

上腸間膜動脈領域の腸間膜及び結腸間膜内の神経分布に関する組織学的研究 …ー 山 中敏彦（ 267) 

カテコールアミンの組織化学的研究 ー ー .....・ P ・E ・ ーー …・…・・ー…………一毛利

胃癌細胞診の診断適中率向上を目的とするこP 三の試みー ・ ........・・........ ー吉田

人工弁による勝E光括約筋再建の試み ーー ー ーー •• .，.・ e …・・ー ー・ー・…浜垣

悪性腫疹患者血清の免疫学的研究 ・ー ・・・H ・a・－…・ ・・・中村

肝臓に於ける脂質処理能についての’rb;f-顕微鏡学的研究ー ・・・ー ー ーー 清水

人’工心肺装置を以てする休外循環の実験的研’先…・ぃ・ ー…ー・・・・・ーー竜田

／休外循環時における出血傾向についての実験的研究.... い －－－…............ー阿部

Ii＇外循 j誌に閲する基機的研究．． ． ． ， ． ． 一一・・…・・ー ー佐々木

脊髄切断後の神経線維ウオーラ一変性についての電子顕微鈍ツがf鋭~1 ..... 一ーー 内 国

人工心肺装置による体外循環の実験的研究p 特に血液ガス動tL~ ， 酸塩基平衡，

物質代謝変動に及ぼす影響に就いて…ー ーーーーーーー・ーー ーー ーはl崎

副腎皮質の電子顕微鏡学的研究…・ー－ ••••••• ・ ー ョ ー ・ーー・ . f:i 丸

交感神経興奮状態時の門脈循環に於ける牌臓の役割について ・ー ・・ー ••• ••• ・ 東野

神経変調組織に於ける吉田肉腫増殖についての実験的研究 ー ーー ー.... 村 山

ナイトロミン前処置の吉田肉腫移植に及ぼす影響についての実験的研究 ー・ ー 村山

皮膚の抗体産生について・ー ー ・…ー ・・….......ー・ーー …ーいいー ー ・ー ・・天野

培養鶏胎線維］o細胞に対するコクチゲン及びワクチンの毒性について… ーー ・ー 天野

胃切除後における体組織カリウム含有量の交化について.......・・・0・0・ 一ーー・ー ーー秋 山

Mechanik und PathomりrphologieDer Gedeckten Schaden des Gehirns nach 

Einmaliger, Wiederholter und Geh品川ter Stumpfe Gewalteul¥¥irkung auf 

喜久男（ 280) 

良 行 （ 296) 

イ二 ( 333! 

史郎（ 358) 

俊丸（ 375) 

憲 和 （ 4041 

弘毅（ 431) 

秀郎（ -152) 

幸夫（ 479 I 
か

英樹（ 501) 

久生（ 536) 

英夫（ 562) 

保雄（ 571) 

保 雄 （ 597) 

武 彦 （ 614) 

武彦（ 635) 

英一郎（ 614〕

den Schadel 

犬の股動脈閉塞に於ける神経車11学的研究，ー・ー－－－

高周波誘導法によるi':t部脳実質破壊法について・．．

FRIEDRICH Ul>:TERllAR~SCHEIDT, et al. ( 687) 

ー高橋是ー（ 711) 

家兎に於ける実験的頭部外傷時の表而及び海馬l悩波の変化

us湖島の疾病に関する統計的研究ー．

伊藤 隆（ 732) 

’西島 裕（ 751) 

前半銀河（ 807) 



2 

実験的頭部外傷による神経細胞の変化の電子顕微鏡的研究 …牧田泰正（ 822) 

脊椎過敏症に対する Chlordi凶 zepoxide治療に関する研究 ーーーー・… ー ー…・・ー・・近藤 茂・他（ 846) 

臨 床

頚部脊椎骨軟骨症の手術成績一.................・・.........…ー ・ー 4 ・・・・・ 糧事海寛治・他（ 72) 

胆汁凄に対する蜘網膜下胸部交感神経線遮断術h •••••• • ..・....… ー・ ーーー・東野英夫・他（ 664! 

整形科領域における Tandenl の使用経験 …・・ー ・・・・ ー … …・・・……一 －近藤 茂・他（ 668) 

急性勝炎の治療について ー一一ー ー－ ......，…・ー・0・ …... •••·••·••• ...ー・岸本秀雄・他 （775) 

術後血清肝炎の統計的観察 ーーー 一 － －－－－－－一・ーーー…一一…・ー池内 彰・他（ 779) 

胃癌並びに胃潰蕩胃に於ける脈管外通液路系と血管分布との関連性について…・ー…一議橋 保・他（ 856) 

体外循環の研究ーーー…－ ••• •••••• ••• • •• －ー一 ーー ー.........…・林 久窓・他（ 862) 

症 例

腸間膜褒腫による小腸捻転症の 1例ザ ー ーーー ー・・・・・・・・ .........一一一－ ーー 沢田蘇応三・他（ 83) 

,1},',11:1,1 1そが急性虫垂炎を思わせた急性弊炎の 2例一ー ・・ 一ー 岸本秀雄・他（ 218) 

14才少女の乳腺症の I例ー ・ ーー......・......・p ・e・ ・ 砂本雄三・他 （251) 

胃癌手術後4年半して直腸癌を発病した 1例ー ー ー… ••• ••••• •· •••• ・ ・・安本 裕・他（ 257) 

十二指腸ポリープ状腺腫の I例 ー・・....... ー一 ー・…－－－ •• ••.•• • ，・－一 －－－－池内 彰・他 （258) 

乳管拡張症（MammaryDuct EctasiaJの2例－－－…ぃ・・ー・・ー・・ー ・ ・・ ・増田 強三・他（ 467) 

消化管迷入勝の 4例・・ …ーー （口 •••••••• ……………・・…...・ e …・ 4・…・ー島田 泰男・他（ 474) 

肋骨より発生した巨大な軟骨肉腫の一例ー・リ ・・・・……一一....,, ••• ヨザー ー 天野武彦（ 674 I 

On Two Cases of Aneurism of the Ascending Aorta ・ ・ ・ ・ －－…・・・…ー・ ー •• SvANTE TりRNVALL,et al. ( 783) 

巨大廻腸の一治験例パーーーー・…・….........・ ...・0・・・e・e・・ト ー ー ーー ー沢田蘇応三・他（ 792) 

急性化躍を性乳腺炎に於ける 2,3の問題について－－－ 一ーー ••••••••••••••••••••••••••••• －戸部 隆吉・他（ 796) 

門Jlifd王元進症に対して牌下大静脈吻合術（Splen凶 avalshunt）が施行された l例・・一一一一・円 山 辿堆（ 867) 

勝頭・十二指腸・門脈合併切除後に門脈ft他が行なわれた l症例…ー 一ーーーー 後怜 保・他（ 872) 

高年者の大網膜リンパ褒腫の I例…

急性胃峻仕の 2例.....…・

エリスロ 7 イシ／の髄腔内使用経験・－－－

集談会

京都集談会第 380図例会ー．．．

第17回岐阜外科竿談会

第18問岐阜外科生談会

第19回岐阜外科集談会ー

第20凶岐阜外科生談会

重永正之・他 （877) 

ーー副島 謙.i也（ 881) 

・西本 詮（ 889) 

.. ( 263) 

( 681) 

ー（ 683) 

( 79~ ） 

( 802) 



3 

第 31 巻索引

人名索引

A 

阿部 弘毅ー ーー……… …・ー・ ……一一...431 

相川公太郎 ー ...・…………………一……・・21

秋山英一郎…ー… …………ぃ・…・…・…47,1, 644 

天野 氏彦ぃーー－－…・ーーー・・ー・…－－ 611, 635, 674 

D 

土肥雪彦ー … ・…－－－－….....・s・－－ －・…一.. 474 

E 

円山週雄， E・ー ・…ー・ー ・ ・ … .. 867 

石原 ［｜召…・ー… …・ … ー・・…....… … •. 862 

石丸久生ーー ・ー…ー…・・… －…・・…一 ー536

磁僑 保・・…・ リ ・... ．・・ー………・・・ ・…・・ 856

板谷博，こ ・……・… ….........…ーー.867 

伊藤隆－－－－ －…・…・……… ……－ －….732 

岩本淳子ー ー………・…………一－一…・… 862

岩元怜....・ H ・－………・……，........….....一 796

泉 外美ー一…………・・・・・・・・・・・・・・・ H ・－….83 

J 

TACK SON Kenneth ・ ・ ・ ・ e ・ ー・・・ー・一...・・ ー・783

K 

上条純成 －…・…...・.....…・・…… ー ・668, 846 
F 

福田治彦.... 2s8 I金田 苑

H 

花岡道治ー 一・－…・…・……・....・ H ・－・… ・99

W：野研歳ー・・…・ ・ー…・…ー －－… …・…668, 846 

浜垣 仁ーー…・・…－－－ ・……・・・・ー…－…・…・ 333 

橋本 明政 ー ・… ・ーーー........・・…．，…・・ ・862

春原伸宏・・・・…・…・…一…－－－一・……... 856 

服部 淳・ー・・….......・...…....・.....…・ 862 

早坂 混ー……………－…… ・.....一・ ー・ ・ 61 

林 久恵一……… ・・・・ ー…・・…・・ー....... 862 

林 和也一…・ 0・一－－…－ －－…・…・・・ー・ ・ー244

林 雄・ーー…－－・……・・，一 … －－ 856 

東野 英夫・・ー－…・ー－ …・…・…一－－ 。562,664 

平間 道昭・・・・0 ・・ ー・・ー……・・ー・－… 0・ …・61 

本間 利雄・・ー …… E ・e・－…・……・・ ・・ •..•.. 225 

笠川 イ府ー一 …・・・…・・……...・ a・・……… ...・ 867

岸 智・ー…・…一……・ー ：…………・ 867

岸本秀雄ー… 一・….........… ……． ，…・ 248

小林 照雄・ 0 ・0 ・…・・・…・…・……・・・ 248, 778 

近藤 茂・・・田…・…・...…－－…・・一…..668, 846 

近藤 敏夫・・・・……－ーふ． ． －－………・…・ー・72

熊野 道夫・……・ー…・，ー・・ー・……・…… 115 

倉僑道男 －……………：… ........・s・....251 

楠 信雄一 －…・…・……・…・ー－ …一 ・ 2H 

桑名 一雄... … 0 ・・ い・・・・ーー・・・・・ー 158 

桑名 幸洋噌・ e ・… ・ 一ー ・・・ ー・・ー ・ー… ・・61

M 

前回外手ヰワ1・…・……ー …－－……… …・ー ・・ . 240 

牧田泰正 ー……・ー…一－－－－－……・ー・・ 822

堀川 喜也一ーー …ー ・・・・…・ー・・ーーー •·· ·•·• 244 I 増田 強三・ー……・………・・ －ー－ －－－一一 467

福井四郎 ー・・一 ー ー ・61 I水柿 浩.....……－…...E ・E・…・・… －一ー・・61

I 

井田 喜三一一・・ーー…ー ・ ，ー....・・・.• . . . . 181 

池田 稔 一－－ー－ ・ ー…・・・・・ー・・・ 881

池内 彰－－－……......・ H ・－－一……・.258, 779 

石引久弥 －…－－－…－－－－ ………………… 240 

石井良治・…・・…・…一…......…－－……， 240

森岡哲吾ー ・ー…ー…・・……・…・…－ … ・－…・・856

毛利 震敏ー・ー ー……・ぃ…一－ h ・ー・・ HI 

毛利喜久男－

村岡 降f「

280 

」67

村山 保夫・パ・……… ・・ー・ー・・ 571, 597' 877 

N 

石川 渉，．…・・ー…・…・・ ・…・・・……・....＇・72 I 中井 育夫 ー…・ー… ・…・・…－ ・・ー ...・ 856



4 

中付史郎.....…・ーー－－－………...・ H ・－・：し… ・358 T 
中塩 昭三・・….........ーー一 …・……・・ー …・・ー・・0・18 I 

中島芳郎ー ー・ ・ ・－ーー……・・一一 664 ；~高橋兵一一......

西本 詮ーザ ． ． a 一一…・….....・ ,<389 田中建彦ー・・一

714 

240 

・751 I 竜田憲和ー……… . e ーザ・ 0 ・ …・ー 404 

I 戸部 隆吉… ・…ー・ー ・ … ー・ ・ーー…・…ー 796

ToR:-:vALL S、ank ・・ ・・・・ ・ 2 ・ー・・・・・・ 783 

西島 裕....

。
・.....72 

.. 240 ' 1t義海寛治一

u 
大井博之ー

奥野尚一－－一一ーー.. ...........・・・・・ .•.... 248 

小野村敏信一....・ー ・ーー ・ー...........……72 I 

大室長lこー

p 

PTIALLO Carlos…ー’…・・…一－－－－－ ....... 783 

s 

生

h
w
惇藤斉

q
u

・－i
n
n
u

ワ
d

C

U

円

j

A
‘

’

月

／

戸ヘdn4u

・

η〆
ム

・

夫

晃

作

幸

孫
田

田

原

内

上

上

《

h
リ

U 'ITERHARA NSCHEIDT F』redrich ・・・・ー ーー・・・・・・ 687 

URIBE Pedro －…・・…・・・・一一－ . . . . . ... .. . 783 

v 

132 VE"EZIAN Taime －ー， ー 一－－一一・・…...... 783 

y 佐々木秀郎 ……………一……ー ・452

沢田蘇応三 ザい・・…ー一一... .. .. . .. .. 83, 792 

SELLIER Karl ・ ・・・ H ・…………………ー…………・…・ー 687 

重永 正之…・・…・……・…・…・…………・…・・・ 877

島田泰男・……・..・ ……一…圃…・ ーー 474

清水俊丸ー・…－…一ー一 ・－一… … ・・ ・ 375 

蘇 銀河 ー・一 一一・…・・・・ー ー・… 807

副島 ，，祇…………………… E 一一…..・ 881 

菅 博光－－－－－－－－－……・・・・・ .....….. 856 

山口 繁…－一一・…・………… … ・0 ・・ 862 

山中爾朗……・・……・ーーーー ・862

山中敏彦 ーー..., .. .，，・...... ・25:1, 267 

山本豊城－－－－－－－－－－－ － －ー・－・・258, 779 

山崎ゲL抄J－ ・・0 ・ ••.•..•....... 501 

安木 俗・ー －－－－・一ー ...・ e・－－… . . 253 

山内信幸ー ’…－－一・…… ・・・・・・・・・・・ 778

杉本良一一一......・… －一－－－－ 61 横rli 敏ー…・…ーー・・－……一一 ・… .・258, 779 

杉本雄三ーーーー…・…ー….... ・・ーー 251 I 吉田 H行・……・ー ・ー・ー・ー ー… ・ ー.....296 



A 

,.!HY／＝一脈H:;, 免4を
。。
に
d

内
〈

υ．
 

．
 
．
 
．
 

．
 

．
 
．
 

．
 
B 

勝脱括約筋再建 ・・・・・ ..... E……－－－ ….... 333 

c 

6

7

3

7

8

 

4‘
庁

3

0

0

P

O

R

υ

0
0
η
－

－

内

ノ

レ

T
ょ

の
L

勺

3

品

布

法

m

－

腫

分

酔

叫

褒

経

麻

明

…

F

神

温

出

癌

膜

p

休

ム

山

腸

問

低

。

直

腸

超

D 

大綱膜リンパ褒腫ー・

大動脈癒

代用庇衆

.. 877 

783 

862 

E 

エポン包j唱法・・・…－ •.• ・・ ーー・・ー・ーーー 235 

エリスロマイシン・ーー・・・・・回一・・・・・‘・ー －・－－ 一－ 889 

F 

Fatgen・ ・ 

不可欠脂酸0・

副腎皮質…・…

ーー・・回目・48

・宅 ・・・ ・・・ ・.. ..• 48, 115 

・・21, 115, 536 

H 

白血球減少症ーー・・・ー一…・….......... ・・・・ 244

牌下大静脈吻合f,/tr・・ーー ……ー・・ー・ー・・・・・・ 867

牌臓ー .• . •.. a ・・ ・・..・…ーー ・ーー ー. 562 

I 

胃癌ー －－ －－ －－ －－－－……………・・257, 856 

－，細胞診…・… ー －－－－・……... … 296 

胃潰場 －－…・…・・ ・・ー ……・・…・…………・… 856

胃切除 ....... ・ ・ ・ ・－…’… ・－－－ . . . 64 l 

インシユリン . """" ・ ・・・・・・・ー ・ー・・・ー l, 21 

5 

物件索引

J 

人工心肺....……・ー ..........… a ・ 401, 501 

l'ir川栄養竹川l －ーー・ーーー…・ ・・ ーーー・…・ ・..・61

十二指腸ポリープ状腺腫ー........・ e・E ’… u ・・・・・ 258 

K 

カテコールアミンー’ー ・ー・ ・…・ー・・・・・・ーーー・ 280 

肝臓，脂質処理能・ ・・・ー……・…－…－－e ・375

頚部脊椎骨軟骨症 ー…......・.........一ーー ーー ・72 

鶏胎線維芽細胞 ーー一－－…・………・ー…－…….635 

血清肝炎－ ……・・ E ・ー…… …－ … ー………・・ 779 

血液ヴスー ーーー・・・…・ー ーーー・…・……ー…ー 501 

巨大姐腸…・・…………・・ー…ー ・・・・...... 792 

胸部交感神経根遮断術…・・ E・E・－－…－－－－....•.••.. 664 

急性胃壊死・・ ーーーーー－－－ … －－…・E ......…… 881 

急性，化股｜生乳腺炎ー －－－ －－－－… ・…・… 796

急性p 醇炎ー ー・ ・・ー・・…........’ H ・H ・..z43, 775 

股動脈閉塞ー ーー ……ー………… 714

甲状腺ーー

交感神経一－ •.•. .••.• 一 ー・0 ・・・…・0 ・・562, 644 

コクチゲン・・・ 7 い .....・・ ...... '". ・635

コレステロ一川t謝ー ・ーーー・ ー・・ ーー 115 

抗生物質ー一ー •.• ··•• ·• ·• .• ..... ・・・・・240, 889 

p 感受性・・・…ー・ 0 ・" •" •.• ー－ ....... 225 

高周波誘導法ーーー ・ ・ ・ …・…一732

抗体－－一ーーー ・・・・ ー・ ー ・… . 614 

M 

門脈p 暫定的遮断一.... ー ・一ーーーーー ーー 199

p 循環・ー・・・・・・ .•.• ・ … 一………・ ーー 562

p 圧元進・ ・…ーーー・・ 3 ・・・・・・ ・・ーーー ・・ 867

p 移植・ 3 ・…・・…・……・…………………ー 872 

J.Wl動 …・ 一・・・…・・・・ ー… …・・…… .181, 452 

脈管外通液路… e・o・...・0 ・ 。 …・…・… ー •. 856 

N 

ナイトロミン…・・・．．

軟骨肉腫－－－－

脳波…・一一一一

乳管拡張症・ー

597 

67-1 

751 

467 



6 

乳腺症・ー さ51

。
オロチン酸ー 244 

黄色っードウ球~· つつミ
ー】ソ

p 

Proprionyl Erythromycin bun I Sulfate ・e ・ 240

s 

酸立話;Ji＼平￥fr－－－…・… ……………・ー・ー…・ .• 501 

脊髄 e ..…・，…・一一………………..479 

脊椎過敏症 ー…一一..............…・…目・・ 846

深部脳実質破接法 ......…・・・…－－－－－ーーー一 •. 732 

神経.... ー.........…一一一－－－…一 一267, 71 ! 

心室細動ー・ … －ー・………・…一. ...・ a・..… 132

疾病統計－ － ・・ e ••••• •••••••••• ………・…・・ 807

脂質投与・・ ー ・… ………・ ・・・ ・99 

副腎皮質機能 ー・・….......・ E・－－－…・……ー・・21

小！防捻転症ー，． 0 ・…・……－…ー・………...・ 83

消化管迷人体ー ...・・・・......……………… ・471

出血傾向－－ .• •. .• ー…ー…...・ a・－・…・ －131

T 

体外循環…・…………ー rn1.m1.131.~ ：； ~.so 1.862 

体組織カリウム含有量……・……・ーー・ー 一－ 641 

Tanderil v ・・.... •. . . . 一ーー ・－ ..• 668 

胆Fト凄 ....................い・・ …・ ・・・一… 664 

低体j,¥l¥・ ....…・……ー パ … ・ ・一－… …一 199 

w 
ウオーラ一変性...…！ ・一 ・ ー ーーー..479 

y 

吉田肉腫…ーー・…・ 一日 ・・ー・… ・・・571, 597 

z 

隊全易』犬，甲状腺機能ー －－－－－… ・，・ーー・・ーー 1 ' 頭部外傷 687, 751,822 

正誤

Vol. 31 '.¥lo. 4 の587頁 4行目の

Il. INTRODUCTION は I.INTRODUCTIO'.¥I 

に訂正いたします。



7 

CONTENTS OF  VOLUME  31 

THYRQID AND PANCREAS ：’fHYROID FUNCTION OF THE COMPLETELY 

DEPANCREATIZED DOG TREATED WITH INSULIN ・・ ・・・ ・・ ・・・ ・・・ーー 。，， e Rvo KANEDA ( I ) 

STUDIES ON ADRENOCORTICAL FUNCTION IN INSULIN-TREATED COMPLET巨LY

DEPANCREATIZED DOG・・ ー－ － －－－－ 一－ •...•.. ー・ー・・・ ・ー ·• KoTARO AIKAWA ( 21) 

EXPERIMENTAL STUDY ON THE ESSENTIAL FATTY Acms IN ORGANS .... ・SHOZO NAKASHIO ( 48) 

ON THE孔1EANINGOF A FAT EMULSION (FATGEN) IN THE POSTOPERATIVE 

NUTRITION MANAGEMENT －…・..・ ・ •....... ーー ．．、．．・・一一.TANZO TAKAYAMA, et al. ( 61) 

END RESULT STUDY OF OPERATIVE TREATMENT OF 0STEOCHONDROSIS 

CERVICALIS・・・ ・・・ ー ーーーー •...•.•....• ーー ー．，．…一・・ • ・ ・ KAN JI TsuRUMI, et al. ( 72 ) 

A CASE OF MESENTERIC CYSTS COMPLICATED BY VOLUVULUS OF SMALL 

INTESTINE・・・ ーー ー .• •·•···• •...•.• ... .. ーー・ー・ 目・..・・・・・ 0 0・SozoSAWADA, et al, ( 83) 

EXPERIMENTAL STUDIES ON FAT METABOLISM BEFORE AND AFTER 

OPERATION －－－－一一・…・・・・・田・田・…・・ ・・・・・ー・・ ー .•... . ..... 日！CHIHARUHANAOKA ( 99 ) 

EXPERIMENTAL STUDIES ON THE EFFECT OF ADMINISTRATION OF 

ESSENTIAL FATTY Acrns UPON ADRENOCORTICAL CAPACITY 

FROM THE VIEW-POINT OF CHOLESTEROL METABOLISM －一回一… 一・・ ・ ・・・MI CHIO KUMANO 〔115)

EXPERIMENTAL AND CLINICAL STUDIES ON PROFOUND HYPOTHERMIA ・・ー...・・・ATSUO SAITO (132) 

EXPERIMENTAL AND CLINICAL STUDIES ON PROFOUND HYPOTHERMIA ・・・ ・・・・・KAZUOKUWANA (158) 

EXPERIMENTAL STUDIES ON CARBOHYDRATE 孔1ETABOLISM DURING 

HEART-LUNG BYPASS, WITH SPECIAL REFERENCE TO A 

COMPARISON OF PuLSATILE Fww WITH NoN-PULSATILE FLow. ・・・ ・・・ ・・・YosmKAzu IDA (181) 

EXPERIMENT AL STUDIES ON THE TRANSIENT OCCLUSION OF THE 

PORTAL VEIN IN HYPOTHERMIA.・ 、．． ．．． ． ．．・ー・・・ ・・0SAMU TAKAMATSU (199) 

STUDIES ON THE ANTIBIOTIC SUSCEPTIBILITY OF THE ISOLATES FROM 

STAPHYLOCOCCAL INFECTIONS …・..................................…TosmoHONMA (225) 

EMBEDDING METHOD WITH EPO'.¥I FOR ELECTRON '.¥IICROSCOPY…… ・…...YUKJO UCHIDA ( 235) 

CLINICAL EVALUATION ON PROPIONYL ERYTHROMYCIN LAURYL 

SULFATE ADMINISTERED TO THE SURGICAL PATIENTS IN KEIO 

HOSPITAL ・ ・・…・ー．，．－ － －－ －－ － ーー・・・ …・目．，．．．ー・・・・・・ー ・ ・ ・ ・ YosHIHARU ISHII, et al. (240) 

UTILITY OF 0ROTIC Acm ADMINISTRATION FOR THE PROTECTION 

OF LEUCOPENIA ・ ・ 一・・ー．，． ····• .. ....•..•.• ..・…・・・ …ー・ ーー，NOBUOKL’Sl'NOKI, ぞtla. (244) 

ZWEI Fi:i.LLE DER AKUTEN PANKREATITIS, WELCHE DER AKUTEN 

APPENDIZITIS AN DEN SYMPTOMEN >iAHEKAM.... .. . ......... HIDEO KISHIOMTO, et al. (248) 

A CASE OF 14 YEAR-OLD FEMALE’s l¥fASTOP A THIE ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 一・・目’ Yuzo SUGIMOTO, et al. (251) 

A CASE OF CANCER OF RECTUM DEVELOPED 4.5 YEARS AFTER 

GASTRECTOMY FOR CANCER OF STOMACH ーい・・ー・…..YUTAKA YASUMOTO, et al. (257) 

A CASE REPORT OF DUODENAL POLYPOUS ADENOMA －－－－－－ー ・・・・・・A回 RAlKEUCHI, et al. ('.2581 

A HISTOLOGICAL STUDY ON THE NERVE DISTRIBUTION IN THE 

MESENTERY AND MESOCOLON SUPPLIED WITH THE SUPERIOR 



8 

¥ [ESENTERIC 入RTERY ・・ ・ e ・・ ・・ ・ ・ • • ・ ・ ・ ・ ・ • • TOSHIHIKO YAMANAKA (267) 

HISTOCHEMISTRY OF CATECHOLAl¥ll:"E －・・ ー・ ー・・・・・・・ーー・ー ー...・・・KIKUO MOHR! (280) 

THE TRIALS IN THE CYTOLOGICAL DIAGNOSIS OF CASTRIC CANCER 

・ YosHIYUKI YosHIDA (296) 

PROSTHETIC REPLACEMENT OF THE URINARY VESICAL SPHINCTER 

九lASASHI HAMAGAKI (333〕

lMML'NOLOGICAL STUDIES ON SERA FROM PATIENTS WITH MALJG-

'.'iANT TUMOR …ーー ーー・・・・・ －ー－… 0・， ....• ・ ・ーーーーー .. .• SHIRO NAKAMURA (358) 

ELECTRON 民1ICROSCOPJC STUDIES ON FAT METABOLISM IN THE 

LIVER . . ー一－一 － － － ー……， ． － － － － －－－ … ・・・・・… ・・…・・目TOSHIMARUSHIMIZU (375) 

ExPERIMENTAL STCDIES ON ExTRACORPOREAL CIRCULATION WITH 

ARTIFICIAL HEART-LUNG MACHINE WITH SPECIAL REFERENCES 

TO lMPROVEMNTS OF THE CIRCUIT AND (APPARATUS) AND 

TO HISTOLOGICAL INVESTIGATION －・……ーーーー，．． ·•· ・ '.'iORIKAZU TATSUTA (404) 

ExPERIMENTAL STUDIES ON BLEEDING DIATHESIS NoT UNCOMM-

ONLY ACCOMPANIED WITH ExTRACORPOREAL CIRCULATION・・ ・・ ・・・ ・・・ ・・・・・KOK! ABE (431) 

ExPERIME>JTAL STL’DY ON HISTOPATHOLOGIAL CHANGES IN THE 

LIVER AND KIDNEY DURING ExTRACORPOREAL CIRCULATLON, 

ESPECIALLY m叩 REFERENCE TO COMPARISON B訂 WEEN

PULSATILE FLOW AND NoN-PULSATILE FLOW … 一’一回 a・目・・・・・ーー・ー・ーーー • HIDEO SASAKI ( 452) 

'.¥l.>.MMARY DucT EcTASIA ・・・ ・・ ・・・ ・・・ ・・・………一 .........ーー ・… ・・ ・・・KYOZO恥1ASUDA,et al. ( 467) 

-! CASES OF ABERANT PANCREAS ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Y ASUO SHIMADA，ぞtal. (ffl) 

ELECTRON恥1JCROSCOPJCSTUDY ON W ALLERIAN DEGENERATION OF 

THE SPINAL CORD AFTER SECTION －・…………－－－・…－－－－－－－－－－ －ーー・田YUKJOUCHIDA (479) 

ExPERIMENTAL STUDIES ON ExTRACORPOREAL CIRCULATION UsING 

PUMPOXYGENATOR WITH PARTICULAR REFERENCE TO THE 

EFFECT UPON BLOOD GASES, Acm”BASE BALANCE AND CAR-

BOHYDRATE ¥1ETABOLISM ・・ －一…－－－ ・・・・・ ・………－ ••···· ・HIDEKI YAMASAKI (501) 

ELECTRON MICROSCOPIC STUDY OF THE ADRENAL CORTEX ESPECIALLY 

THE INFLUENCE OF ESSENTIAL FATTY Acm DEFICIENCY ON 

ADRENOCORTICAL STRUCTURE ・ ・ ・ ・ ・ ・ ……・・…－－…………・・・町 ・・一－－ ・一 ・・・HI SAO ISHIMARU (536) 

EXPERIMENTAL STUDY ON THE ROLE OF THE SPLEEN IN PORTAL 

CIRCULATION IN THE EXCITEMENT OF SYMPATHETIC NERVES ……・・HmEO HIGASHINO (562) 

EXPERIMENTAL STUDIES ON THE PROLIFERATION OF THE YOSHIDA 

SAR仁OMA IN THE TISSUES UNDER ABNORMAL NERVOUS 

FUNCTIONS・・・………－・・……・田・……………………－・・・・・…－ ー－－－－ ・・・・YASUO MURAYAMA (571) 

EXPERIMENTAL STUDIES ON THE INFLUENCE OF NITROMIN PREMED!-

CATION ON THE TRANSPLANTATION OF THE YOSHIDA SARCOMA-・・ ・・・YASUO MURAYAMA (597) 

ANTIBODY PRODCCTION OF THE SKIN・・・……・・……………－・…・・・・……・・…TAKEHIKO AMANO (614) 

CYTOTOXIC ACTION OF THE V ACCI阻 ANDTHE KOKTIGEN TO THE 

CHICKEN FIBROBLAST IN VITRO・一……… U 目………・・…・・・・……一…TAKEHIKO AMANO (635) 

THE CHANGE OF TISSUE POTASSJ{ly! CONTENT AFTER GASTRECTOMY・・・ ・・・EIICHIRO AKIYAMA (646) 



9 

lNTRAARACHNOIDAL BLOCK oF THE RIGHT THORACIC SPINAL RooT 

AS A TREATMENT OF BILIARY FISTULA －－ー.. . .. .. . .. . .. .. HIDEO HIGASHINO, et al. (664) 

TANDERIL TREATMENT FOR ORTHOPEDIC DISEASES＂・一－－－－－－・…... SI-IIGERり KONDO,et al. (668) 

CHONDROSARCOMA OF THE RIB LOCATED IN THE RETRO PERITONEAL 

CAVITY・. －－－－－－－－ー・ ・……目・ E • 一－－－－－－－－－－－一一....TAKEHIKO AMANO (674) 

恥1ECHANIKUND p A THOMORPHOLOGIE DER GEDECKTEN ScHii.DEN DES 

GEHIRNS NACH EINMALIGER WIEDERHOLTER UND GEH恥円ER

STUMPFE GEW AL TEINWIRKUNG AUF DEN ScHAEDEL ・ ・ ・ 

.. FRIEDRICH UNTERHARNSCHEIDT, et al. (687) 

NEUROHISTOLOG!CAL STUDY ON THE FEMORAL λRTERIAL OccLusroN 

OF DOGS ………一ー・・・・・ ．．． ．． ‘・・・・ーー・・ ー…………SIN-ICHIT AKA出 SHI (714) 

DEEP LOCALIZED lNTRACRANIAL LESION PRODUCED BY HIGH FREQUENCY 

INDUCTION METHOD ...... ・ .. .. .... ・ ...... ・ .... ・・・ ーーー ・・・・ー・……・ー…TAKASHI !To (732) 

CHANGES OF THE SURFACE AND HIPPOCAMPUS E.E.G OF THE RABBIT 

IN EXPERIMENTAL HEAD INJURY …ー・・・…．，． ．，．．… ・・・・・・ー……・ー－－HIROSHI NISHIJIMA (751) 

O N  TREATMENT FOR ACUTE p ANCREA TITIS PROPOSAL OF S!l¥IPLE 

AsPIRA TION METHOD .. ・ .. .. ・ －－一…ー・…・・ ・ ・・・ー －一..."•HIDEO KISHIMOTO, et al. (775) 

THE STATISTICAL OBSERVATION ON POSTOPERATIVE SERUM HEPATITIS 

・ AKIRA lKEUCHI, et al. (779) 

ON  Two CASES OF ANEURISM OF THE ASCENDING AORTA ・・・ーー ・ .. SANTE TbRNVALL, et al. (783) 

A CASE REPORT OF MEGA-ILEUM 一回……一－一－－ .. ... ..... .. .... sozo SAWADA et al. (792) 

PROBLEMS IN MANAGEMENT OFλCUTE PUERPERAL MASTITIS .. . .. TAKAYOSHI TOBE, et al. (796) 

A STATISTICAL STUDY OF THE VARIOUS DISEASES IN PESCADORES 

ISLANDS －－－…・・・・ ・・ ・・・・ ・・・・・・・・ ・ー・・・・・・……－・…－－ ー－－ －－－－ YIN-Ho Su (807) 

ELECTRON MICROSCOPIC STUDY ON THE ALTERATIONS IN NERVE 

CELLS DUE TO EXPERIMENTAL HEAD INJURY －－…．．．，ー…ー・ーーー ー Y ASUMASA :'VlAKITA (822) 

A STUDY ON THE CHLORDIAZEPOXIDE FOR THE TREATMENT OF 

SPINAL IRRITATION ..... ・・...－－－…・一一’・・ーー .. .. .. . . .. ... .. . .. SHIGERU KONDO, et al. (846) 

ON  THE RELATIONSHIP BETWEEN THE ExTRAVASCULAR FLUID PATHWAY 

AND VASCULAR DISTRIBUTION IN STOMACHS WITH CANCER OR ULCER 

.. ・ T AMOTSU IsoHASHI, et al. (856) 

STUDIES ON EXOTIC CIRCULATION …・田・回一一回・田・・一一・ー ーー・・ ・・・・・・・ J … HlSAE HAYASHI (862) 

A CASE REPORT OF PORTAL HYPERTENSION TREATED BY 

SPLENOCA VAL SHUNT ……… －－－ ・・・・ぃ………………… ー Mrcmo ENZAN, et al. (867) 

A CASE REPORT OF TRANSPLANTAION OF PORTAL VEIN AFTER 

EN BLOC PORTAL RESECTION WITH PANCREATICODUODENECTOMY 

.. T AMOTSU IsoHASHI, et al. (872) 

A CASE OF A CYSTIC LYMPHANGIOMA OF THE GREAT 0MENTUM 

IN AN OLD FEMALE …－ .•.•........ －…・一回一・．，．目・…ー ・・ MASAYUKJ SHIGENAGA, et al. (877) 

Two CASES OF ACUTE NECROSIS OF THE STOMACH＂・一……一一一…… KENSoEJIMA, et al. (881) 

ADMINISTRATION OF ERYTHROMYCIN INTO SUBARACHNOID SPACE 

FOR TREATMENT OF POSTOPERATIVE MENINGITIS －－－－一・・・・ ー ..... AKIRA NISHIMOTO (889) 



10 

INDEX OF VOLUME 31 

A 

λbernnt Pancreas・・・ ・471 

Gedeckte Schiiden des Gehirns ・・ E ・・687

H 
Acid Ha町 Balance －一一一ー・ 4 ・・ー . 501 
Acute Necrosis of the Stomach －・ 4 …881 [ Head Inj川？

Acute Puerperal M訓 tis . 796 I Heart-Lung 日vpa、、
λdrenal Cortex ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・.• ザ 】 ーー…・ー ー 21, 536 i H、pothermia
Akute Pankreatitis ・・・ ・・ ・・ ョ，ーーーー・ー ・・・・・248, 775 ' 

I Aneurism・・・・・・・・ーー・・ ・ ・ーー ー・783 I 

Antibiotic Susceptibility －ーーーーー・225 I 
I Immunol咽calStudy 

九日tibodvProduction ・ ・・・ ・ ・・ ・・ ・・ ・ ・・・614 1 

B 

Biliary Fistula ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

Bleeding Diathesis 

Bin<》clGa、

ー ...・・664

. 751, 822 

・ ・181

・199 

Intracranial Lesion ・ 

0
0

つ＆

戸、d
n

ぺ
υ

内

J

勺
d

．
 ．

 K 

・501 

・・・・431 I Koktigen 

L 
c 

Cancer of Rectum ・・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・257 

Carbohydrate Meta伽！ism・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 181. 501 

Catecholamine ・ ・ ・ ・ ・ ・・. .・ ・・e・ ・E・e・・280

Chicken Fibroblast e ・ .. • . .• ..• e ・・・635

Chlordiazep<"id~ ・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・・ ・・ ・ ・ーー・846

Chol田 tern!Metabolism ・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・ ・ ・ ・ 115 

Ch円ndrosarcomaof the Rib ・・ ...・・・0 ・・・・・・674

（＼叶1cLymphangioma ・・・ ・・・ 一・ー・・0・・ー・ー.• 877 

ぐytologicalDiagnosis ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・一一・・・296

D 

Depancreatized Dog ・ ・ 

DuoてJena!Polyp＜川、 Adenoma ・ 

－A
O

o

 

n
ノ“戸、
υ

η乙

ー

E 

Electron 孔1icroscopy ・ ・ ・ ー…－ － ・ー，235.375,479,536,822 

Embeddmg w1tl1 Epon ……・・…一－ － ーー・・・ー・ 235
Er、tl1r<Jm、Cll1 …・・ E ..・・・ …，． ...・ー e ・・h ・889 

Essential Fatty Acids・...... 一・0 ・・48,115,536 

Extracorporeal Circulation ・ ・ ーー.・404,431,452,501,862 

Extravascular Fluid Pathway ・ ・ ・ ・ ・ ・・・ ・・・・・・・856 

F 

Fatgen ・・ ー一・・・・ ・・ー …・・一－－－－－－ . . ・・61 

Fat Metabolism・ ・・ ーー・・・・ー…………・・・ー・ー. ・99,375 

Femoral Arlena! Occlusion ．，．…・…・・ ー・ ・・・・・714

G 

（，，，叶Hctomy ・ ・・・・ ・ ・・ ・ －－－－一・・ ・・・・・・・・646
Gastric C1nccr ・ ・ー一ー・257,296, 856 

・・635 

Leucopenia ・ ・ ・ 2.¥4 

M 

:¥bmm.1r、DuctEctasia ・ ・ー・・・ー ・...・・・・467

Mastopathia ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・0・..・・ ・251

7～tdignant Tumor ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー・ー・・ ・ー・. ・358 

Mega-Ileum ・一ー ー・ー 792
M白 entericCyトh .........・ぃ83

N 

Nerve Distribution in the Mesent引、
Nitromin ・ーー

・・・267 

・・597

。
Orotic /¥cid ・ ・ 

（九l<'<>cli＜川clros1scerv1c.d1s・ ・ 

4斗‘

η
’’u

，tη
4

 

つ
」
・

．
 

．
 p 

γι ρ
L
 

C
 

I
 

r
 

a
 

n
y
 

x
 

E
 

q
u
 m

 

Q
M
 a

 

P
A
 

・・862

Portal Circulation ・ ・ ・・ ・ ・・・・目．．． ．． ..・・ ー562

Portal Hype1 t川、Jl)J1 •.•••••••• • • •••• ..・...・867

Portal Vein ・・ ・・ ・.• ・, ....・・・ ・・・・・・...... ・199, 872 

Postoperative Mening1t1s ・.......ーー・・ー・・・・・・・ 0・ ・889

Postoperative 入＇utritiりnMan a巨町nent ・…－－－－－ ・・61

Profound Hypothermia・・・ ・ 0 ・・ーーー ー・・・・・・132,158 

Pr＜中ir川、lErythromycin Laury! Sulfate ・ ・ ・ ..・ 0・ ・210

Pulsatile Flow・・・ －…・・田 ・ ー・ー・ーー ー.....ー・181,452 

s 
Serum Hepatit目 －ー779



11 

内
ぺ
U。。qu 

U

リ

V

r
 

ρ

、t
 

c
 

nH 
e
I
 

L
U
 p

 

q】l
 

au 
F白
M

－
1
 

6
 

V
 

V
J
 

r
 

a
 

n
 

－

l
 

rA u
 

n
U
F
O

つ
ム
マ
t
ワ
’

η
，b

ワ

t

d
A
T
n
hu
p
o
n
u
内

hu

d告

R
U

Fh
d
R
u
n
D

R
V

t
．

噌

n

p

 

m

噌
国
ル
J
K

E

－
－

【

、

竹
山

S
川

I

・e－
U

J

S

・山

F

1

E

t

 

o

n

－

川

J
M

正

C

T
A

羽

α
・U

－

A
n
印
，

u
a

a

a

e

n
a国
中

n

n

E

e

t

r

 

l
i
l
i
－

－

 

p
p
p
p
u

y

 

Q
U
Q〕

q
u
q
u
q
u
q
u

'f 

Tandenl ・ ・ ・・ ー・ー・ーー.....・・ ・・・・・ー・ー・・・… ..668 

Thyroid ・ ・ ・ ・ ・・・・・・ ・・・・・・・・4 • •• • • 1 

Tissue Potassium Content ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ー・ー・ー…－－－ ・・646 

Trancient Occlusion of Portal Vein －一・ーー・・ーー ・199 

Trarn;plantation of Portal Vein・ ・・・・・・・ ー....・・・・・・ ・872 

Vaccine・・・ ー，． － ーー...・・・ ・・・…・……・・・・・・…・ー . 633 

Volvulus of Small Intestine・・ ・ーー・・……ー…・・・・・・ー 83 

w 
Wallerian Degeneration ・・ ・・・ー ．，・...........・479 

y 

Yoshida Sarcoma・ －－・ー・・・ーー・・ ・・ ・・・ーーー .・597 



目次

原著

「インシユリンJ投与下に於ける際金刻犬の叩状腺滋能……一 一一…・－…….....・H ・－…金凹 苑（ 1) 

「インシユリン」投与下に於ける豚全別犬の副腎皮質機能........・H ・－……・・…・…・……・相 川 公太郎（ 21) 

臓器内不可欠脱酸の生理学杓意義に関する実験的研究・・・…・－…… ……・ー・・・・ e・e・－…中塩昭 三 （48) 

術後栄養管理に関する研究（その I) ・…… ・・・・・・・……........・ H ・－…....・e・－－－…・…・高山 坦三・他（ 61) 

臨床

到11i-1手推骨軟骨症の手術成町i －…・・・・ぃ・・－••. • ．ー・ー…・ー…・・ー・ー・…・・…

疲例

i揚［自民誕!I!による小腸捻伝庄の l例・・…・・ーー…・・・－－－－…・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・ー......ぃ沢田蕊.）if:;三・ 他（ 83) 



第l号

0原稿は完全なものとして御送附願いたい．校正の際

における加筆補正は認めないー

0引用文献は篇末に集めF 次の例による．

（氏名） （表題〕
Beatson. G.T.: On the treatment of inoperable 

（雑誌名H巻）
case of carcinoma of the mamma. Lancet, >. 
（頁）（年代）
104, 1896. 

三宅儀：副賢皮質ホルモンの測定と臨床，最新医

学＇ 6, 766，昭26.

0掲載料は実費として l頁1200阿としP 図表写真版等

の費用は著者の実費負担とする．但し症例紙告に於

ては3頁までは無料としP これを越すものに対して

は実費を徴収する．アート紙の使用，コロタイプ天

然色図版の掲載等に関しても著者に於て実費を負担

するものとする．

0症例に於て特に早〈掲載を希望し掲載号を指定され

る方の掲載料は全額実費負担とする．

0執筆者に於て別刷希望の方は，寄稿と同時に希望数

を附言せられたい別刷は実費を申し受ける．

0原稿は書留郵便で下記に送られたい．

0なお原稿は返却しない．

第31巻日本外科宝函

定（昭.36. 2.1改正）

0本誌は毎年1月， 3月， 5月， 7月， 9月及び11月

の l日に発行する（年間6冊）． 状況により臨時増

刊を発行する．

0本誌予約購読者の原稿を掲載する．

0予約購読料は年額1,500円（送料を含む）とし，分売

は I冊300円とする．

0原稿の長さはおよそ下記の限度とし，和女原稿には

欧文表題，欧文抄録p 欧文原稿には和文表題及び和

文抄録を添附されたいー

原著論文，綜説，臨床，400字詰40枚以内（図表共）

症例報告，研究速報， 400字詰15枚以内（図表共）

O原稿の当編鰐室へ到達した日附を受付日とする．

0原稿の用語中，固有名詞はすべて固有の文字をp 叉

数字はすべて算用数字を使用し，日本語化した外国

語は片かなでかく事．この際は「 」不要．

0数量の単位は下記の例による．

例， m,cm, mm. cc，匂， g，略。c.μ, 

%. pH，等ピリオド不要

。原稿は横書とし新かなづかいを用いる事．

0欲文及び欧文抄録はタイプライターで記入され度

規稿役

98 

京都市左京区聖護院川原町53

京都大学医学部附属病院外科学数室内

日本外科宝函編輯室宛

⑦；iii｝構内 427の乙電

し、ー

O挿画，曲線等は必ず白紙又は背線方眼紙に墨で清書

しp 直ちに凸版の製作が出来るようにして送附のこ

と．またp その婦人位置を原稿に記入する事．

0図，表，写真等はすべて別紙に記入，若しくは添附

し本文中には滑入個所のみ指定する事．

矢

雄

京都市左京区聖護院川原町

近 藤鋭

京都市下京区泊小路松原上ル

松 崎秀

京都市下京区泊小路松原上ル

松崎印刷株式

編斡兼発行者

者属1印

昭和36年 12月21日印刷

昭和 37年 1 月 1日発行

社

京都大学医学部外科学教室

日本外科賓画編輯室
代表者 近藤鋭矢

（援替口座京都36 9 I番）

b 
~、

所d
Nリ

ロ叩i:;p 

発行所



目次

原著

手術前後に於ける脂質投与の妥当性についての実験的検討……・・・…....・H ・－－－…－－－花岡道治 c99 ) 

コレステロール代謝よりみた不可欠脂酸投与の副腎皮質機能予備能力に及ぼす

影響についての実験的研究…・…一ー ー……… 一一一ー… ……一熊 野道夫 （115) 

超低体温麻酔法の基礎的並びに臨床的研究 ‘…・・・……ーー…一－………ー…u ・u ・ー斎 藤惇生 c132) 

超低体温麻酔法の基礎的並びに臨床的研究ー ・ー一… ・・…一……・・………… ー…－桑 名一雄 c158〕

完全体外循環に関する実験的研究ー ーー・・・…・・…υ ・…………・…....・ H ・....・ H ・－一…井 田喜三 c181) 

低体温下，門脈暫定的遮断に関する実験的研究…・・・・・・・・・…・－－－…・・・………－－－－－－高 松 イ府 c 199) 

外科的感染症における寅色ブドウ球菌の抗生物質感受性について………・……......……本 間利雄 c225) 

エポン包主主法について・… 一…一 －－－－ －… －… … ……ー …一・・ ・・……－…一－－－内 田幸夫 c235) 

外科領域における PropionylErythromycin Laury! Sulfateの使用経験・ … ・… ……石井良治・他 c240) 

白血球減少症に対するオロチン酸及びオロチン酸欽療法ー …－… ……一－一 ・ー・・ーー・・綿 信雄・他 c244) 

症例

臨床症状が急性虫垂炎を思わせた急性隊炎の 2例…・……・・・… 一……… ……岸本秀雄・他（ 248) 

14才少女の乳腺症の 1例 杉 本雄三・他 c251) 

胃癌手術後4年半して直腸癌を発病した 1例....－……・…ー……ー・ ・ ・ー・…ー安本 裕 ・他 c257) 

十二指腸ポリープ状腺腫の l例.........・H ・－・ー………・… ・…・・……・・………・・・池内 彰・他 c258) 

京都集談会……・・・…一一一 ..........・0 ・・・・・ー…ー・………・................ー…－…・ c263〕



震寝蜜富也君恋恋諸藩撞凶岡島圃－－－－・E ・－ーーーー

．吸収が早く
高い血中濃度を示す新抗生物質

長〕

ア
イ
ロ
ゾ
ン
は
ア
イ
ロ
タ
イ
シ
ン
と
全
く
同
等
の
抗
菌
力
を

有
し
、
よ
り
早
く
よ
り
高
い
血
中
濃
度
を
示
し
ま
す
。

ア
イ
ロ
ゾ
ン
は
耐
性
菌
の
極
め
て
少
な
い
広
範
囲
有
効
抗
生

物
質
で
す
。
特
に
ブ
ド
ウ
球
菌
、
連
鎖
球
菌
、
肺
炎
球
菌
に

は
、
強
い
抗
菌
力
を
示
し
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
は
殆
ど

な
く
、
胃
腸
障
害
そ
の
他
副
作
用
は
極
め
て
少
な
い

特
〔
健
保
適
用
〕
単
位
当
り
薬
価

錠
一

O
O
時
四
七
・

0
0

〔
用
法
・
用
量
〕
通
常
成
人
に

は
一
回
二
J
三
錠
〈
ニ

O
O

J
三
O
O
略
力
価
〉
を
一
日

三
J
四
回
答
腹
時
投
与

〔
包
装
〕

〈一

O
O
時
力
価
含
有
錠
〉

二
五

T
・一

O
O
T

［！？イ的~ ii

⑧ 
E・・・・E・E・－・E・－－－ーーーーーーーーーーーーー－有週四Iii'－－ー圃司.. ・

シオノギ製楽



〔 包装〕

ソーアミン注射液
20cc 5管・50'i'I IOQcc 2管・30管

等張ソーアミン注射液
IOOcc 2管・30管 50Qcc lパイアル

ソーアミンG注射液
2Qcc 5管・50笹川Qcc 2管・30官

加Qcc×2パイアル（焔液セ Y ト2組入）

＠ 
新発売〉

く全剤型健保適用〉

体内に於ける組織蛋白の合成に適した合理的

なアミノ酸配合率を有し、製品が存定、高純

度、効果確実で、しかも副作用が少ない

【適応症】
O各科領域で胃腸疾患により蛋白質の消化吸収が障害され

Tこ場合

0 創傷、火傷、骨折、化喰、手術などにより蛋白質の損失
が甚しい場合

O 肝硬変その他肝機能低下により蛋白質合成及ぴ利用に障
害のある場合

O飢餓など摂取蛋白質の獄少による栄養失調症

0 ネフローゼなど尿中の蛋白喪失を補なうとともに利尿効
果を望む場合

O 甲状腺機能冗進、高熱疾患など蛋白質沼要の増大した場
合、慢性疾患、急性伝染病など非経口的に栄養補給の必
要がある場合

0放射線、制癌剤及ぴその他の原因に基く白血球減少症の
予防並びに治療

会 L型純結品綜合アミノ酸注射液カ

等張、ノーアミン日%、ノルピトーjレ I 
を加えたパイア jレ入新製剤

50Ccc 1パイアル輸液セヴト付

大阪市東区道修町 田辺製薬株式会社支店東京・福岡・札幌
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造血剤貧血治療

OROTONSAN-Fe 

． 
オロトンサンの造血機能充進・強肝作用と
鉄の血色素造成作用を兼ねた理想的な貧血治療
．造血剤です

・ォロトンサンの造血機能冗進作用と強肝作用を発揮致します

・鉄の吸収率がよく 鉄利用率が高度です

・服用し易く 服用忌避がありません

・貧血にともなう全身倦怠・疲労感等の症状を速かに改善します

1000錠

1回2～3錠（0.2～0.3g) 1日2～3回食後内服

オロトンサン鉄の鉄含有量は12%です
末 25glOOg 500g 錠（0.lg) 500錠
lg 37.30 

〔用法用量〕

〔包装〕

〔健保薬価〕



・印刷と製本・

ホ公由奇巨口脇リ事米三む笹雪F最h

京都市下京区油小路通桧原上ル

電話＠ 4 7 1 7・47 6 4番

振替京都 18 7 4 7番
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患
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伴
な
う
疹
痛

手
術
後
窓
痛

クロルプ ロマ ジン配台の類似製剤に比べ…

・強力な鎮痛作用を有する

＠注射局所の刺戟性は軽微である

1管 2cc中
塩酸レホメブロマジン（ヒルナミン）…15mg
塩駿プロメタジン（ピレチア）・・… H ・H ・・ 6mg 

エチルヘキサビ タール・アミノピリン

分子化合体・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・80略

ア ミノ ピリ ン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40mg

①手術後痔痛

②諸種の疾患に伴なう痔痛一一

例えば胆嚢炎，胆石症，腸癒

着．腸狭窄，胃 ・十二指腸漬

場，胃炎，胆石症などの場合

の鎮痛・鎮静

①手術前処置（前麻酔・基礎麻

酔），強化麻酔

10管， 50管

64目。。

適応症

2CC 

2cc 

包装

〔健保適用〕

⑧ シオノギ製薬大阪市東区道修llU



一女新発売女一一一一一

ソーアミンIC5%ソルピトール

を加えたパイアル入加糖製剤

ソーアミンG注射液

20Ccc x 2 ＇＂イア Jv 

（輸液セット 2組入）

｜健保適用｜

体内に於ける組織蛋自の合成に適した合理的
なアミノ酸配合率を有し、製品が安定、高純
度、効果確実而も副作用が少ない

【適応症】
O 各科領域で胃腸疾患により蛋白質の消化吸収が障害きれ

7：場合

Ofl!Jf:拐、火｛旬、骨折、化！股、手術などにより蛋白質の損失
が主主しい場合

0肝硬変その他肝機能低下により蛋白質合成及び利用IL陣
害のある場合

C 飢餓など摂取蛋白質の減少による栄遷失鴻症
0 ヰフ ローゼなど尿中の蛋臼喪失を補なうと ともに利尿効

男さを望む場合

O 甲状腺俄能fl.；進，高熱疾恕など蛋白質需要の鋼大した場
合、慢性吹忠、急性伝染病など非経口的：こ栄箆補給の必
要かある場合

0 放射線、 ililJl菌剤j及ぴその他の原因lζ基く白血球減少症の
予防並びに治療

会 L型純結品綜合アミノ酸注射液食

10－歪【包装〕 20cc5管.::>O管 100α2管・ 3J苦等琵製剤 lOOcc2管・ 3ヲ昔下面記（パイアル入）

あらゆる…

出血の予防とj台療に

ご『ーー4. l与ミ：ふ4，二、，，：＇（）
a・・E ’

l・1・1・1
〔包装〕 注、散、錠 デポ型注

可E・－
大阪市東区道修町田辺製薬株式会社支店東京・ 福岡 ・札幌一＝
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クロルプロマヲン配合の類似製剤に比べ…

・強力な鎮痛作用を有する

・注射局所の刺戟性は軽微である

1管 2cc中
塩酸レボメプロマジン（ヒルナミン）…15rng

塩酸プロメタジン（ピレチアトリ....・H ・・ 6mg 

エチルヘキサピタール・アミノピリン

分子化合体・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・80mg

アミ ノ ピリ ン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40mg

①手術後痔痛

①諸種の疾患に伴なう痔痛一一

例えば胆嚢炎，胆石症，腸癒

着，腸狭窄，胃・十二指腸潰

場，胃炎，胆石症などの場合

の鎮痛・鎮静

①手術前処置（前麻酔・基礎麻

酔），強化麻酔

2cc 10管， 50管

2cc 64!'.300 

適応症

包装

〔健保適用7

⑧ 
シオ ノギ製薬大阪市東区道修町



安心して簡単
に使用できる

本掬Jは白本薬局方チオペシタールナトリウム

を主成分とし呼吸循環刺戟剤アトムリンを含

有の専用溶解液添付によりハルピツレートの

通弊（呼吸障害〉を未然に防止する有利性が数

多くの臨床実験の結果立証されております。

大静脈用全身麻酔剤大

【包装】 0.3g 5A 50A 

0.5g 5A 50A 

専用溶解液添付

あらゆる出血の
予防と治療に

本剤J主世界唯一の水溶性アドレノクロム製剤

で強力な血管強化作用を有する水溶性の安全

な化合物であるため内服剤、注？「川、速5¥'!J住

の静注用、持続性のデポ型等多創立頃IT:製剤が

あり目的に応じて適当な剤型を使用できます

す止血・血管強化アドレノクロム新誘導体安
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安心して簡単
に使用できる

本境目は日本薬局方チオベンタールナトリウム

を主成分とし呼吸循環刺戟剤アトムリンを含

有の専用I容解液添付によりパJレピツレートの

通弊（呼吸障害〉を未然に防止する有利性が数

多くの臨床実験の結果立証されております。

大静脈用全身麻酔剤女

【包装】 0.3区 5A 50A 

0.5g 5A 50A 

専用溶解液添付

あらゆる出血の
予防と治療に

本剤；主世界唯一の水溶性アドレノクロム製剤

で強力な血管強化作用を有する水浴位の安全

な化合物であるため内服剤、注射剤、速効性

の静注用、持続性のデポ型等多極類の製剤が

あり目的に応じて適当な剤型を使用できます

会止血・血管強化7ドレノクロム新誘導体安
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手術後疹痛

諸種の疾患に伴なう疹痛
ta内

角
脚
号
、強化麻酔に． 手術前処置

強力な効果を示す

~王
クロJレプロマジン配合の類似製剤に比べ…………

・強力な鎮痛作用を有する
・注射局所の刺戟性は軽微である

などの特長をそなえています。

1管 2cc中
塩酸レボメプロマジン〈ヒルナミン〉…………’・15rng
塩酸プロメタジン〈ピレチア〉…………一………6mg 

エチルヘキサピタール・アミノピリン
分子化合体……………………………－－－……… 80mg
アミノピリン………………… ・ ー・・・・・．．，ー…...4Qmg 

①手術後廃痛
②諸種の疾患に伴なう廃痛一一例えば胆嚢

炎，胆石症，腸癒着，腸狭窄，胃・十二
指腸漬窃，胃炎，胆石症などの場合の鎮
痛・鎮静

①手術前処置（前麻酔・基礎麻酔〉，強化麻酔
包装 2CC 10管， 50管

K健保適用〕 2cc 64円・00

適応症

大阪市道修町シオノギ製薬



新 女健保適用
H,t当り 79円5つ銭

発 米／国＼ 

フ宮恒"C イ

フ
イ

強力新副腎皮質ホルモン

l¥Jレド国〉
（酢酸パラメ タゾン） HALD RONE 
特徴

1.ハJレドロンは強力な抗炎症作用を有す
る新合成コルチコステロイドです．

2.Naはむしろ排池傾向，K排i世には影響

を与えることがありません．
3.各種代謝に対しても悪影響は認められ

ません．
4.筋無力，筋症筆，精神面への影響，不眠

を起すことがありません．

適応症
腰原病，アレルギー性疾患，皮円叫，E，血液疾
患，その他コルチコステロイ ド低山の.i@,L;、とな

るあら ゆる扶iJ.1.. 

包装 錠剤（1略） 10錠 30錠 100鎚
散剤（0.2;-,;) 25g lOOg 

本製薬株式会社 （大阪市東区道修町） ・文献送曇

－e
 

un 戸、
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H
C
 

同

O
H

＝
 

C
E
C
 -OH 

--CHi 

1' 
16α・methyl

Paramethasone Acetate 

(6α－fluoro・16α－methylpre命か
田 lone21-acetate)F 

1' 
6α－fluorine 

・6α fluorineによって同芽忌環剤〈プレドニゾロ
ン〉よりー著しく筑炎症作用が増強
されているばかりでなく， Naの貯
留傾向を示しません．・16α－methylはNaを誹池し．利尿を促します．

⑨大目
竪迫
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手術後疹痛

諸種の疾患に伴なう疹痛

手術前処置・強化麻酔に

強力な効果を示す

クロルプロマジン配合のnil以製剤l乙比べ…

・強力な鎮痛作用を有する

＠注射局所の刺戟性は軽微である

などの特長をそなえています。

l管 2cc中
塩川主レボメプロマジン〈ヒルナミン〉……………15mg

塩酸プロメタジン〈ピレチア〉………………－－… 6昭

エチJレヘキサピタール・アミノピリン

分子化合体………………………………………… SQmg 

アミノピリン………………・・・…………………… 4Qmg

適応症①手術後疾痛
②諸置の疾思に伴なう疾痛一一例えば胆嚢

災，胆石症，回定＼＇＇；， D~ SJ~JP: ，胃・十二
指腸漬湯，胃炎，胆石症などの場合の鎮

痛・鎮静

①手術前処置く前麻酔・碁礎麻酔〉，強化麻酔

包装 2cc 10管， 50管

〔健保適用〕 2cc 64円・00

大阪市道修町シオノギ製薬
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く全剤型健保適用〉

大純結品 L型綜合アミノ酸製剤交

Z 芝~
体内に於ける組織蛋白の合成に適した合理的なアミノ

酸配合率を有し、使用原料のアミノ酸は弊社独特の

合成法lとより一貫生産しており、品質は高純度均

ーであり表示以外のアミノ酸．異性体，ぺプチ

ドを全く含まず、総てし型純結晶で製品が安

定、臨床効果確実しかも副作用が少ない。

ソーアミン注射滋 20cc5管・50管 100cc2管・30管

等張ソーアミン注射液 100cc2管・30管 5'.lOcclパイアル

ソーアミン G注射液 20cc5管・50管 100cc2管・30管

200ccx2パイアル（輸液セット2組入）

ソーアミンGT注射法 500cclパイアル（輸液セット付）

新発売厄孟亙匙・・圃

大阪市東区道修町 田辺製薬株式会社 支店 東京・福岡・札幌
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…ヘ
組成（ 1錠中〉

L－アスパラギン険カリウム…...・H ・－－……75"'it
L噂アスパラギン険マグネシウム…………75mg
本剤f立当社独自のフィルム皮，Wf（特許〉をほどとしていますので．すみ
やかに吸収されます．

広範な生理作用

i. エネルギ－~室生機構＜TCAサイクル〉を円滑化します．
2.解君主機勝（尿素サイクJレ〉を賦活し，アンモニアおよび炭殺ガスを尿

索として再革審排池します．
3.核隣合成に｜療し，プリン体およびピリミジン体の基質として重要であ

り，またAT Pの生慌にも関与します．
4.{re絞紫時においても筋収縮カを有効に維持します．
5.アスパラギン殿カリウムは細，i包内へのカリウム供給源としてすぐれた

活性を有しています．
6.アスバラギン殴マグネシウムは各極彩索作用を活性f名し．中間代初Jを

促進します．

適応症

・肝機能障害（急・慢性肝炎，肝硬変，胆汁分泌不全） ＠妊娠中毒 ＠ア

ンモ＝ア血症 ・低カリウム時におけるカリウム補給 ＠次の疾患にお

ける諸症状の改善（狭心症，心筋障害，心不全，冠不全） ・疲労状態

通常， l日3～10泌を2～3回に分ij9.，症状によってはさ

らにMhrします．
100錠 500.klg

用量・用法

1.000錠

大日本製薬株式会社 2ぷ！宮店

装包

大阪市東区道修町⑨ 
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（酢酸ノTラメ タゾン）

特徴

1.ハルドロンは強力な抗炎症作用を有す

る新合成コルチコステロイドです．

2.Naはむしろ排池傾向.K排i世には影響

を与えることがありません．
3.各種代謝に対しでも悪影響は認められ

ません．
4.筋無力．筋症筆，精神面への影響．不眠

を起すことがありません．

適応症
跨l~ （ l1ij ，アレルギー性疾患， l立町民，［＼，血液疾
患，その他コルチコステロイド出止のi必jf,むとな

るあらゆる疾患．

包装錠剤(lmg)

散剤（0.2;',?)

大日本製薬株式会社（大阪 市東区道修町）

官
CH20CCH3 

と＝。
HJ・OH

--CH3 

骨
16α－methyl 

Paramethasone Acetate 

(6αーfluoro-16α－methy!pred凶－
solone21-acetate) F 

't 
6α－fluorine 

.6α－fluorineによって同系薬剤〈プレドニゾロ
ン〉より著しく抗炎症作用が増強
されているばかりでなく， Naの貯

i¥l傾向を示しません．
e16α・methylはNaを務総し，利尿を促します．

⑨
 

HALDRONE 

10錠 3＇錠

25g lOOg 

．文献送呈

100鎚


